
栗林小学校の校区には、名勝栗林公園があります。

この公園は、大名庭園として全国にも知られ、毎

年多くの観光客が訪れる本当に美しい公園です。

本校の子どもたちは、ここを活動の拠点としなが

ら、自然環境や文化、人々とかかわりをもち、生

き方を学んでいきます。本校で「栗っ子学習」と

呼んでいる総合的な学習も、この栗林公園でのい

ろいろなかかわりから発展しているものです。

栗っ子学習が始まってはや6年が過ぎました。毎

年、4年生は、「ふるさとの水」をテーマに学習し

ています。

高松は昔から水不足に悩まされてきた歴史があ

り、水の利用については今でも大人も子どもも大

きな関心事です。また、現在は大きな川が流れて

いるわけではありませんが、香東川が昔栗林の町

を流れていたそうで、その伏流水が今でもこんこ

んと湧き出ています。栗林公園の池の水もこの伏

流水を利用しているのです。製紙工場、造り酒屋、

うどん屋さんにもこの水が活用されており、渇水

との戦いの一方で人々が水を大切に守り続けてき

たことがよく分かります。

4年生の栗っ子学習は、「ふるさとの水」に直接

触れ、水環境の変化や水資源の確保についての問

題を正しく理解し、環境保全と資源の有効利用を

地域社会に呼びかけていきながら自らの生活を変

えていこうとする子どもを育てることが大きなね

らいなのです。

子どもたちは、3年生のとき、栗林公園の生き物

についてその生態を調べ、「いのちを育む水」「美

しい景観をつくる水」のはたらきを知りました。4

年生になって中央公園にあるせせらぎや滝は、人

の心にやすらぎを与えることを知りました。さら

に、香川用水記念公園では、人々の生活を支える

水のはたらきを知り、自分たちが水のあるくらし

を築いていくことへの課題意識をもちました。

4年生の社会科の学習では、香東川の付け替え工

事について調べます。400年ほど前に校区を流れて

いた香東川は、しばしば氾濫をおこして人々を苦

しめていたので、西島八兵衛が川筋を付け替えた

という史実があります。そのことについて、聞き

取り調査をしながらおおよその川筋を確認してい

きました。

そして、度重なる渇水やききんと、ときには大洪
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香東川の川筋跡をたどって



水に苦しめられてきた人々の生活の様子を紙芝居

にまとめていったのです。

この学習は、香川用水事業の学習ともつないで、

水資源確保の大変さを知ることができました。ま

た、川の流れに興味をもった子どもたちのなかに

は、現在も校区を流れている御坊川をはじめとす

る地域の河川の汚濁の様子、水質検査、自然の生

き物の生息状況の調査等に発展していった子ども

もいました。

香川用水事業の学習を進めているとき「高松砂漠」

ということばに、子どもたちは少なからず心の動

揺を感じたようです。そして、自分たちにできる

ことの一つとして、節水活動に取り組む子どもが

でてきました。

毎日、朝夕の水道メーターを検針し、1日に学校

で使う水の量を調べ、日々の変化を表に表すとと

もに、全校放送やポスターで節水を呼びかけてい

きました。また、いろいろな節水方法を紹介し合い

チェック表に記録しながら家庭でも取り組みまし

た。平均すると1週間あたり、1家族で1.5立方メー

トルの節水ができました。このチェック表は、高松

市水問題対策室を通して全市の4年生の家庭に配布

され、市を挙げての節水活動を呼びかけることにつ

ながりました。チェック表を載せたパンフレットづ

くりは、毎年続けています。

また、子どもたち自作のビデオ「水不足をなくそ

う」は地元ケーブルテレビの番組でも取り上げら

れました。そのほかにも、栗林公園を訪れる人々に
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チャレンジ　節水！！

資料1 節水啓発パンフレット



節水パンフレットを配り啓発活動をする子どもたち

もいました。のちに、これらの活動に対して励まし

のお手紙をいただき、意欲を高めていました。

さらに、節水活動の一つとして、雨水タンクの利

用を始めました。ホースで雨どいから水を受けタ

ンクに溜める仕組みです。溜めた水は、植物の灌

水に利用しています。

栗林公園の池で水辺の生物を観察していた子ども

たちから、近くの川でつかまえたメダカやドジョ

ウ、カワニナ、カメなどを飼いたいという申し出

がありました。そこで、ただ飼育するだけではな

く水族館を開いて全校生に見てもらうことにしま

した。その際、生き物がすみやすい環境について

本やインターネットを活用したり専門家に聞いた

りして調べ、来てくれる人によく知ってもらおう

ということになり、説明表示を工夫しました。休

み時間を使っての開館となりましたが、全校の子

どもたちがたくさん参加してくれ、子どもたちも

大喜びでした。

生き物が生息しやすい環境について知った子ども

たちは、いつまでも水槽で飼うのではなく、自然

に戻したいと考えるようになりました。しかし、

いざ戻すとなると生き物にとってすみよい環境か

どうか河川の様子が気になり始めたのです。そこ

で、川の掃除をしたりパンフレットやポスターで

環境保全を呼びかけることにしました。立て看板

を作りたいと考えたのですが、安全性と管理の問

題からこれは実現できませんでした。

昨年度は、川で笹舟大会を実施しました。川とい

っても、町中を流れるコンクリートで囲まれた小

さな用水路です。しかし、メダカもいれば水草や
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水族館を開いて生き物と水とのつながりを人々
に伝えよう

川の清掃と環境保全の啓発活動

写真3 雨水タンクを取り付けよう

写真4 水族館を開いたよ

写真5 川をよごさないで



藻もしっかりと生え、子どもたちが水環境につい

て学ぶのにも適した場所です。初めて川の中に入

ったという子どももいて、大騒ぎ。笹舟の作り方

をおばあちゃんから聞いたという子どもは、得意

げにみんなに教えていました。

笹舟大会のあとは、もちろん川の掃除です。「ど

うしてごみを捨てるんだろう。メダカたちの気持

ちも考えてほしいな。」と、子どもたちは口々につ

ぶやいていました。

平成11年度の4年生が水環境について調べている

うちに、水に親しんだり生き物を育てたりする自

然のせせらぎが校内にもほしいという声が高まり

ました。ここを活動の拠点として、生き物の生息

しやすい環境をつくって観察会を開きたいという

願いは担任や校長先生を動かし、実現に向けて加

速が付いてきました。できあがると子どもたちは

「栗っ子ウォーターランド」と名付けて、メダカや

ヤゴ、カワニナなどの生き物の観察会を開いたり

水の流れの実験や雨水タンクの実験コーナーも併

設して、環境と資源の両面から水の大切さを全校

生に発信していきました。

学校の中庭にできたこのウォーターランドは、で

きるだけ自然のかたちを残しながら子どもたちが

憩い遊べるスペースでありたいというコンセプト

で造られています。ガマやススキを植えたほか、

子どもたちが雑草を植えたりもしました。また、

どこからかサギが舞い降りてきたりもします。
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写真6 楽しかったよ笹舟大会

栗っ子ウォーターランドづくり

写真7 きれいな水を守っていきたいよ

写真8 こんなウォーターランドにしたいよ



昨年度の4年生は、水の輝きを感じてほしいとい

うことで滝や水車、噴水を作り設置しました。栗

っ子ウォーターランドは、そのときそのときの子

どもの手によってつくり替えられていきます。

栗っ子学習の成果は、学習発表会を中心に地域社

会へも発信しています。昨年度は、香川県中央生

活センターの協力で、「みんなの生活展」に参加さ

せていただき発表の機会を得ました。「ふるさとの

水」の現状と学習の成果を発表し、節水と環境保

全を呼びかけました。

水をテーマにした学習は、5年生で実施する高知

県大川村自然体験学習へと発展します。そして、

香川用水の水源である大川村の森に緑のダムづく

りをする活動へとつながっていきます。

以上の活動は、ここ3年間の4年生の活動をまと

めたものです。年間約60時間をかけ、子どもたち

がそれぞれの課題意識をもって取り組み、自分た

ちの力で解決してきたものです。

子どもたちとともに活動していると、わたしたち

は、その思いの深さや行動力に驚かされました。

そして、大人であるわたしたちこそ、節水と環境

保全に前向きに取り組んでいかなければならない

と考えさせられました。

今後も、「ふるさとの水」を守っていくために、

子どもたちとともに地道な活動を続けていきたい

と思っています。
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写真9 工夫してつくりかえているよ

緑のダムづくりへの参加

おわりに

写真10 地域の人にも伝えたよ

写真11 緑のダムをつくろう

地域社会への発信活動


